
 
 
 

平成 22 年度 測量士補試験 水準測量（No9～No12） 

http://www.kinomise.com/sokuryo/ 測量士・測量士補 試験対策 WEB 

＜No9：水準測量＞ 

 

次の文は、公共測量における水準測量について述べたものである。明らかに間違っているもの  

はどれか。次の中から選べ。 

 

1. 観測に際しては、レベルに日光が直接当たらないようにする。 

2. 標尺に付属する円形水準器は、標尺を鉛直に立てた状態で気泡が中心になるように調整する。 

3. １級水準測量では、標尺を後視、前視、前視、後視の順に読み取ることにより、三脚の沈下に

よる誤差を小さくしている。 

4. 標尺の最下部付近の視準を避けて観測すると、大気による屈折誤差を小さくできる。 

5. ２級水準測量では、１級標尺又は２級標尺を使用することができる。 
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＜No10：水準測量＞ 

 

次のａ～ｅの文は、公共測量における１級水準測量の観測について述べたものである。 

 ア  ～  オ  に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか｡次の中から選べ。 

 

a. 観測に使用する機器の点検調整は、観測着手前及び観測期間中おおむね   ア  日ごとに行

うことを標準とする。 

b. 標尺の読定単位は、 イ  ｍｍである。 

c. 標尺の下方   ウ   cm以下は読定しない。 

d. 観測開始、終了及び固定点に到着ごとに、気温を   エ  ℃単位で測定する。 

e. 新点の観測は、永久標識設置後    オ  時間以上経過してから行う。 

 

 

 ア イ ウ エ オ 

1． 10 0.1 20 1 24 

2． 10 1 10 0.1 10 

3． 14 1 10 0.1 12 

4． 14 1 20 1 24 

5． 14 0.1 30 1 12 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

平成 22 年度 測量士補試験 水準測量（No9～No12） 

http://www.kinomise.com/sokuryo/ 測量士・測量士補 試験対策 WEB 

＜No11：水準測量＞ 

 

レベルの視準線を点検するために、図11のようにＡ及びＢの位置で観測を行い、表11に示す結

果を得た。このレベルの視準線を調整するためには、Ｂの位置におけるレペルからの標尺Ⅱの読定

値が幾らになるようにすればよいか。最も近いものを次の中から選べ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 1.04092 ｍ 

2. 1.07902 ｍ 

3. 1.10002 ｍ 

4. 1.10102 ｍ 

5. 1.15512 ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

表11   

レベルの位置 標尺Ｉ 標尺Ⅱ 

Ａ 1.28989 ｍ 1.24579 ｍ 

Ｂ 1.14412 ｍ 1.09002 ｍ 

Ｂ 

標尺Ⅰ 標尺Ⅱ 

図11 

Ａ 

15ｍ 15ｍ 3ｍ 
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＜No12：水準測量＞ 

 

公共測量により、水準点Ａから水準点Ｂの間で１級水準測量を実施し、表12に示す結果を得た。

標尺補正を行った後の水準点Ａ、Ｂ聞の観測高低差は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。 

ただし、観測に使用した標尺の標尺定数は20℃において －14μm/m、膨張係数は1.2×10－６/℃

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. ＋69.4986 ｍ 

2. ＋69.4994 ｍ 

3. ＋69.4999 ｍ 

4. ＋69.5008 ｍ 

5. ＋69.5014 ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表12    

区間 距離 観測高低差 気温 

Ａ → Ｂ 2.400 km ＋69.5000ｍ 15℃ 


